
問　　題

平成 15年末の調査結果（総務省情報通信政策局，2004）

では，60歳以上のインターネット利用率は 16.2%と他世代

より大幅に低い．そのような状況において，同世代の中で

はまだ少数派であるインターネット利用者は，このことに

よって情報活用実践力（情報を主体的に収集・表現・処

理・創造・発信・伝達できる能力〔文部省，1998〕）を獲得

して，コミュニティの参加情報を入手したり，電子空間で

の新たな交友関係を確立することなどにより，老年期の課

題であるアイデンティティの再統合を行いやすいと予想さ

れる．これとは逆に，こうした再統合を成し遂げている者

が積極的にインターネットなどに関わるという面も予想さ

れる．このことを背景として，本研究では，中高年者の情

報活用実践力とアイデンティティの統合との関係を検討し

た．

方　　法

1．調査対象 1)

①シニアネット群： 2004年 10月から 11月に，東北地方

の Z県内にある全てのシニアネット 9団体に所属する満 50

歳以上の会員 856名を対象として，シニアネット事務局を

通して調査票を配布し，回収はシニアネット事務局におけ

る一括回収と，郵送回収を併用した．261名分を回収し，回

収率は 30.5%であったが，本研究ではその中で満 50歳以上

のシニアネット会員である 258名（男性 132，女性 125，性

別無回答 1）を分析の対象とした．平均年齢は 66.3歳であ

る．

②シルバーカレッジ群： 2004年 11月から 2005年 1月に，

東北地方の Z県の委託事業である「シルバーカレッジ」の

受講生 417名を対象として，調査票を配布し回収した．194

名（男性 97，女性 93，性別無回答 4）分を回収し，回収率

は 46.5％であった．平均年齢は 69.8歳である．

2．調査内容

情報活用実践力 高比良・ 坂元・森・坂元・足立・鈴

木・勝谷・小林・木村・波多野・坂元 (2001) は，上の文部

省 (1998) の定義を用いて，情報活用の実践力を中学生から

大学生を対象として測定する尺度を作成している．本研究

では，この尺度をもとに，中高年者の情報活用実践力を測

定する尺度を新たに作成して用いた．高比良ほか (2001) が

算出している 6つの下位因子から該当する各項目への因果

係数の推計値が大きい項目と，尺度のワーディングが中高

年者の生活実感レベルで回答可能か否かという点とを併せ

て検討し，合計 16項目（①収集力 2項目，②判断力 3項

目，③表現力 2項目，④処理力 3項目，⑤創造力 3項目，

⑥発信・伝達力 3項目）を選択した．これに，高齢者の生

活実感レベルを考慮した新たな 2項目（①収集力 1項目，

③表現力 1項目）を加え，合計 18項目からなる尺度とし

た．この情報活用実践力尺度の作成過程の詳細は小川

(2005) にある．

各項目については，1. 非常にあてはまる，から 5. まった

くあてはまらない，までの 5件法を用いた．情報活用の度

合いが高いほど得点が多くなるように各項目に 1点から 5

点の点数を与え，総計点（18点から 90点）を算出した．

アイデンティティ 岡本 (1996)は老年期にはそれまでの 8

段階の心理・社会的テーマが再び吟味されアイデンティティ

の中に統合されるというエリクソンの研究をもとにして，8

段階 30項目の心理・社会的課題の達成度を測定する尺度を

作成している．本研究では，このうちアイデンティティ様

態別の有意差があった 18項目から新たに尺度を構成し，こ

の尺度をアイデンティティ再統合尺度と名づけた (Table 1)．

各項目については，アイデンティティの A) 統合と B) 拡散

の 2タイプを提示し，5. Aそのもの，4.どちらかといえば A，

3.どちらともいえない，2.どちらかといえば B，1. Bそのも

の，という 5件法を用いた．項目ごとに，アイデンティティ

が統合されている方が高得点となるように 5点から 1点の

得点を与え，18項目それぞれの平均点を求めた．なお Table

1の I, IIなどのローマ数字は発達段階別の課題を示してい

る．

この他，性別や年齢，インターネット使用量や定年経験

の有無も記入を求めた．

結果と考察

情報活用実践力 情報活用実践力尺度の得点分布には，

シニアネット群とシルバーカレッジ群で有意な差がみられ
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なかったので，この 2群を合算して扱い，以下の検証を行っ

た．

この尺度の総計点の平均値と SDは，58.3点 (9.0) であり，

下位尺度の平均値は 2.8から 4.0までであった．全体の a 係
数は 0.820で十分な信頼性があるといえる．シニアネット群

の場合，インターネット使用量の同世代比較（「あなたのイ

ンターネットの利用は，同世代の人に比較して多いと思い

ますか．それとも少ないと思いますか」を「電子メール読

み書き」など 5つの項目ごとに 5件法で測定）とこの尺度

の総計点とは r�.36，下位尺度とは r�.06�30のいずれもプ

ラスの相関がみられた．このことは中学生から高校生まで

を対象とした高比良ほか (2001) の結果と概ね一致している．

情報活用実践力尺度の平均値は，女性 (57.1) より男性

(59.4) が高く，75歳以上の後期高齢者 (59.7) がそれ以下の

年齢の前期高齢者 (58.4) より高かった．

アイデンティティと情報活用実践力 アイデンティティ

の再統合尺度の平均値と SDは Table 1に示す通りである．

情報活用実践力尺度との相関係数を求めた結果も Table 1に

示した．8下位尺度全てで，有意なプラスの関係が認められ

た．

今回のデータから情報活用実践力の高い中高年者の方が

アイデンティティの統合がなされていることが明らかになっ

たといえる．

情報活用実践力がアイデンティティの統合やインターネッ

トの使用量と有意なプラスの相関関係を示しているのは，こ

の実践力をもつことが，定年などの老年期のアイデンティ

ティ危機を乗り越えやすくしているためではないかと推測

される．しかし，先に指摘したように，アイデンティティ

の統合を成し遂げている者が積極的にインターネットに関

係をもつという面もあろう．この 2つの関係についての結

論は，今回の資料から下すことはできない．この点の検討

が次の課題である．
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